
平成３１年度重点目標

第２次和光市図書館サービス計画及び第３次子ども読書活動推進計画に基づき、図書館資料の提

供をとおして市民の読書の推進を図り、地域の課題解決を支援する情報拠点としての役割を担いま

す。また、本に関わるボランティアの育成・支援により、本の楽しさを広めます。

平成３１年度の重点目標は、平成３０年度に引き続き、第２次和光市図書館サービス計画に掲載

している下記重点プランのとおりとします。

① 小・中学校における取組への支援

② ヤングアダルトコーナー等の充実

③ 中高生向け講座の実施

③ 障害者等に応じたサ－ビスの充実

④ アクテイブシニア向けのサービスの充実

⑤ 市内の機関（国等）や企業、医療機関等との連携

⑥ 図書館ボランティアとの育成・支援、連携

なお、平成３１年度教育行政の基本目標と重点施策において、「子どもの読書活動を推進するた

め、小中学校図書館との連携を図る」としていることから、下新倉分館において、下新倉小学校と

の相互利用を推進します。

また、分館が開館して３年が経過し、入館者数及び貸出冊数の増加のための更なる集客に努めま

す。

本館においては、開館から３０年以上が経過していることから、老朽化している箇所についての

修繕等を行い、快適な読書環境を整えるとともに、分館との連携を密に行うことにより、中央館と

しての役割を担います。

さらに、本館・分館共に、職員のスキルアップを推進することにより、サービスの質の向上を図

り、市民の課題解決に役立つ図書館を目指します。

平成３１年度図書の整備方針

図書資料（図書・雑誌）の購入については、「和光市図書館資料収集方針」・「和光市図書館地域

資料収集方針」に基づき、利用者層（年齢・性別）や図書館に所蔵している蔵書構成、地域性、利

用者のニーズを考慮して、基本となる資料の充実及びバランスのとれた収集に努め、従来の資料収

集方針の大幅な変更はしないが、複本の購入数を緩和していくことで読みたい本のある図書館、そ

れとともに市民の生活に役立つ図書館という課題の解決に資する資料を選択し、職員による選書会

議において購入を決定します。

分館については、

平成３０年度末の現在で収容率約９０％（分館の収容蔵書可能冊数４万冊へ）に達しています。

引き続き、収容可能冊数を増やしていきます。

本館は、約１８万冊ぐらいで、新しい資料と入れ替え、閉架書庫の保管冊数の限界があることか

ら、ほぼこの冊数で推移していきます。
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【平成３１年度当初予算】

⑴ 図書（４，１５０冊）

① 一般書 １，８００冊（予定）

② ビジネス支援 １２０冊（予定）

③ 子育て支援 ９０冊（予定）

④ YA（ヤングアダルト） ３００冊（予定）

⑤ ＩＴ ４０冊（予定）

⑥ 医療・闘病記 １５０冊（予定）

⑦ 大活字 ５０冊（予定）

⑧ 児童書 １，６００冊（予定）

視聴覚資料（９８点）

① ＣＤ ５０点（予定）

② ＤＶＤ ４６点（予定）

③ 障害者向け視聴覚資料（デイジー） ２点（予定）

雑誌（２１５種類）

① 一般雑誌 １９７種類（育児雑誌含む）

② 障害者サービス用雑誌 ５種類

③ 寄贈雑誌 １３種類

《下新倉分館》

図書 ５，２００冊（新規）

視聴覚資料

音楽配信システム「ナクソス」設置

雑誌 １３５種類

その他

インターネット辞書・辞典検索サービス「ジャパンナレッジ」設置
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